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資　料

1歳児に お ける鏡像の 自己認 知の 発 達

百 合本　仁 　子
＊

問 題

　Wallon （1949）は ， 乳幼児の 鏡像 に 対す る発達段階を

次の よ うに 仮定して い る 。

　第 1 段階 （生 後 6 か 月〜1 歳 ）鏡像 を完全 に実在視す

る段階。

　第 2 段階 （1 歳頃）他人 の 鏡像は実物で は な い こ とが

理解さ れ る 段階。

　第 3 段階 （1 歳半頃） 自己 の 鏡像を 自分 と は 半ば独立

し た分身 と し て 遊 ぶ 段階。

　第4 段階 （2 歳 以 上 ） 自己 の 鏡像は 自分 自身 で は な く，

映 り姿で ある と理解で き る段階 （以 下．鏡 像 の 自己 認 知

と 呼 ぶ 。）

　Wallon （1954＞は ， 鏡像 の 実在視 の 理 由 を，視覚に よ

る外的空間 を自己受容感覚に よ っ て 形成され る内的身体

空間とが融合 し ， 見 え た もの に 自分 の 存在感 を感 じ る た

め で あ る として い る 、 第 2 段階以後， 両室問の 分化 が始

ま る が，共 に外的空間に 現わ れ る他入 の 像とその 実物 と

は 違 っ て ，自分 の 場合 ， 見比べ て 区別す る こ とは 出来な

い の で，両空間共 に 自分 の 存在 を感 じ る の で あ る 。 第 4

段階に 至 る と ， 両空間は 明確 に分化 し， か つ 超知覚的一

概念 空 間 （1
’
espace −supra3ensoriel ，

1’

espace −r6presenta −

tif） に よ っ て 統一され るた め ， 自己 の 鏡像 は，感覚的 に

は 自分 の 身体 とは 異な るが ， 衷象 の 枠組 の 中で は同一の

も の と認識 され る 。こ れ は，両空間を媒介す る身体図式

（le　sch ξrna 　 corporel ）カ§形成され ， それ を 他人 と は 区

別 した 自分 の もの と して把握す る こ とを意味 して い る。

　以上 の 仮説を検証す るた め，Zazzo （1948）Boulanger −

Balleyguier（1967＞上野 （1973 ＞は ，鏡 の 自己 像 に 自分 の

名前が言え る こ と を自己認知 の 指標 と し，そ れ が可能 に

なる時期 （2 歳頃） に は鏡像 を実在視す る が 故 の 行 動

（鏡 の 裏 を 見 る．鏡 面 を た た く 等） が減少す る こ と を明

ら か に し て い る 。

　一方， Gallup（1970）は 自己認知 の 指標 と し て Rouge −

task　（被 験 体 の 顔 に 気 づ か れ な い う ち に 無臭で 触 刺 激
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の な い 紅 が塗 られ ， 被 験 体 が 鏡 を見 た 時 ， 紅 に 触 れ る か

を 見 る ）を用い ， チ ン パ ン ジー
で は可能 で ある こ と を実

証 した 。 乳 幼児 を対 象と し て Rouge −task を用い た Am −

sterdam （1972）Brooks−Gunn ＆ Lewis （1975）に よれ ば

正答率 60％以上 に なる時期 は21〜24か月 で あ っ た 。 Ber−

tentha1 ＆ Fischer（1978）で は 1 歳〜2 歳に 関 して 以下

の 3 課題 の出来 る段階を区分 して い る 。

　（1）Toy −task ：自分 の 背後 の 入形 を鏡の 中に見て 30秒

以内 に取 る こ とが 出来 るか を見 る 。

　（2）Rouge −task　：鏡 を見 て 3分以内に 自分の 鼻 の 紅 に

触れ る こ とを基準 とす る 。

　（3）Name −task ： 自己 の 鏡像を 「誰 で す か ？」 と問わ

れ て 自分 の名前 を言え るか を見る。

　上記の Rouge−task が出来る に は ， 外か ら見た 自分 の

顔を想像 し ， それ と鏡 の 顔の 像 と の 差異 を推論 し て 差異

の あ る部位に触刺激の 手がか りな しに 手で 触れ る こ とが

出来ね ば な らな い 。従 っ て， Wallon （1954）の 述べ て い

る よ うな，自己 の 身体図式の 形成 を見 る の に 適切 な課題

で ある と考え られ る 。 しか し ， 従来 の 研究で は ， 対象児

の 身体 図式 の 把 握 の 程度 の 吟味 が欠 けて お り， 鏡像 の 自

己 認知 に 至 る 遇 程 を，他者と 区別 し た 上 で の 自己 の 身体

図式 の 成立 に至 る過程と し て把え る に は不十分 で あ る。

　Piaget（1946）に よれ ば， 1歳前後 に は 自分 の 身体の 目

に 見 えな い 部位 の 模倣 が 出来始 め る。こ れ は ， 単 に 視覚

と触覚や運動感覚との 協応を示す の み で は ない
。 自分と

相手 と を区別 し た上 で ， 双方の 視点 の 組合 せ に よ る身体

の 様相 の 推論 が な され て い る 訳 で は な い が ， 少 な くと も，

ある 身体部位 の 視覚的様相 （モ デ ル ） と，触覚一
運動感

覚的様相 （自分） とを結びつ け る こ と が 出来 る程まで ，

身体の 様 々 な様相 と各部位 の 相 互 関係 の 理解が出来 る こ

と を示 して い る 。 っ ま り， 自己 と他者の 区別以前 の 基本

的身体図式 の 形成 を意味す る 。 ま た ， 園原 （1980） に よ

れ ば ， 1歳〜1 歳 2 か 月頃 に な る と ， 自分 の 名前 が 呼 ば

れ る と振 り向 くよ うに な る。これ は ， 自分 と他人 も同 じ

人間で あ り互 い に 区別 す る た め の 名前 と い う記号 を持 つ

こ と を理解 して い る とは 言 え な い が ， 少 な くと も，名前
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が他の 何 か で は な く，他 な ら ぬ 自分 を指す もの と して の

意味 を持ち始め る こ と を示 して い る 。 すなわち他者 と対

置され る 自己 が成立す る た め の 土台 と な る 〈他な らぬ 自

己 〉 が 形成 され て い る e

　そ こ で本研究で は，対象児を上記 の 基本的身体図式，及

び 〈他な らぬ 自己〉 の 把握され て い る 幼児に限り， こ の

土 台 の 上 に 自
一

他 の 区別 と関 わ り合い とが構造化 され る

過程を分析す る こ と を 目的とす る 。な お課題は 先 の Ber −

tenthal ＆ Fischer　（Z978）の 3課題 に 加えて 以下 の 3 課

題 を用 い る 。

　（4）Where −Self−task〔W −Sと 略）；「○○ち や ん どこ ？」

の 問い に 鏡の 自己像ま た は 自分自身を指 さす こ と が出来

る か を見 る 。

　（5＞Where −the　other 　person−task （W −O と略）； 他人

の 鏡像 を見 て ， 「○○ さん ど こ ？」 の 問 い に 他人 の 実物

を指 さし た り， 実物 の 方 に 振 り向くこ とが 出来 る か を見

る。

　（6＞顔の 各部位とそ の 言語表象と の 固定 ； 目， 鼻 ， 口 ，

耳，の 各部位を rどこ ？」 の 問い に応 じて 指さす こ とが

出来 る か を見 る 。

方 法

　被験 児　京都大学附属保育所 の 1 歳児 で 次 の 基準 を満

足す る32名 （男16名 ， 女16名）。

　（1）基本的身体図式 の 成立 ；担当保母 をモ デ ル と して 自

分 の 口 ， 鼻， 頭 を乎 指 で 触 れ る と い う身振 り模倣 が で き

る 。

　（2）〈他 な らぬ 自己〉 の 名前 の 理解 ； 3m 背後 の 地点か

ら実験者に よ っ て 他児 2名 の 名前と共に呼び か け られ た

際に 自分 の 名前 の 時に の み振 り向くこ と が で きる 。

　被験児は ，   15か月児11名 （レ ン ジ ， 13 ： 28〜16：23）

  19か 月児10名 （レ ン ジ　17 ：05〜20：17）  22か 月児 11

名 （レ ン ジ 　21：05〜23 ：18＞ の 3 群に分け られ た 。 こ れ

は，実験状況に慣れず途中で 中止 した 4 名 を削除後の 人

数で あ る 。京都児童院式乳幼児発達検査 に よ る 発達年齢

の 平均は，  1 歳 2 か 月　  1 歳 8 か 月　  1 歳11か月

で あ っ た 。

　 実 験期 目　 昭 和 53年 9 月 〜 11月

　象験装置及び手続　鏡 は ， 40cmx60cm で ， 40cm ×

80　crn の衝立 にっ け られ，保育室内 の片角に置か れ た 。

Toy の 入 形 は，15　crn × 10cm の 猿 に似せ た もの で ，1．5m

の 細長い 棒 か ら下 が る糸に結び つ け られ て い る 。 各課題

は，保育室内 で 以下 の 順序
＊
で個別的 に行わ れ た。

　1） Rouge ；担当保母 に よ っ て 被験児 の 鼻に無臭で 触

刺激 の な い 紅 が つ け られ ，約 5分間実験 者が被験児 と遊

び を共 に す る 。こ の 間紅に 触れな い こ とが確か め られ だ

後 ， 始めて 被験児 は 鏡 の 前 に導入 され る 。 次 の 3分間，

被験児の 自発的行動が観察され ， 2 分後 に ， 実験者に よ

っ て 「お 顔 をきれ い に し て 。」 と紙 が 手渡 され る 。な お

自発的に 自分 の 鼻の 紅 に 触れない 被験児 に 対 して は ， 紙

が渡 され る 1 分前 に，「お顔 に何 か っ い て い ない ？」 と促

され る 。

　2） Toy ；再び 被験児 を鏡に注 目させ，ア シ ス タ ン ト

に よ っ て ， 被験児 の 鏡像の 上 に人形 の 像が呈 る ように人

形が 呈 示 され る。

　3） W −S （1 試 行 駆 ＊）；被験児 を鏡に注 目させ ， 「○

○ ち ゃ ん どこ ？」 と問う。

　4） Name ；被験児 の 鏡像 を指 さ し なが ら実験者が「こ

れ誰 ？」 と 2 度質問す る 。

　5） W −O ； 被験児の 右背後約 L5m の 位置 に 保母が

音 を立 て な い よ うに 座 り，保 母 が被験者 と共 に 鏡に 映 る

こ とが確か め られ た後 ， 実験者が 「○○ さん （保母 ） ど

こ ？」 と問 う。

　6） 保母 の 去 っ た 後 ， W −S2 試 行 目 。

　7） 鏡か ら離れ た位置で，顔 の 各部位 とそ の 言語表象

との 同定課題 を含む発達検査が施行 され る 。 顔 の 各部位

に っ い て の 質問は ， 各年齡別被験児毎 に ラ ン ダム な 順序

で なされ る 。

　上 の 実験と は 日 を異 に して ，数入 の 幼児が 同時に 保育

室内に 居 る 自然状況 で ，しか も被験児 1 人 が鋭に映る時

を選 ん で ， 鏡 の前で の 行動観察が行われた 。

　被験児 の 行動は，布で隠され た 小窓を通 し て 室外 の

VTR に 記録され た。カ メ ラは被験児とその 鏡像 との 同

時撮映 の た め ， 被験児 の 斜 め後方約 2．8m に 配置され

た 。

　評定 Bertentha1＆ Fischer（1978）の 行動 カ テ ゴ リ

ー
表 を参照 して各行動型が分類され ， 心 理 学専攻 の 大学

院生2 名及 び筆者 の VTR 観察に よ り評定され た 。 平均

一致率 は92．7％で あ っ た 。

結 果

顔 の 各部位 と そ の 言語裹象 と の 同定　結果 は FエG ．1

＊ 　各 課 題 呈 示 の 順 序 に つ い て は ， 状 況 の 自然 さ を用

　す る 誤 題 を 優先 す る こ と ， 及 び ， 被 験 児 の 背 後 の も

　 の に つ い て 問 う課 題 で あ る Toy とW − 0 と の 継 続 を

　 さ け る こ と を考 慮 し た 。

＊＊ 　予 備 実 験 の 結 果，鏡 の 自己 像 を 指 さ す 反 応 は ，
　Name − task で の 実 験 者 の 指 さ し に 反 響す る 模 倣 と

　 し て も 出現 し ， W − S− task に 対 す る 反 応 と し て 1

　試 行 の み で は 判 定 し 難 い の で ，W − S− task に っ い

　 て は 2 試 行 目を設 け た 。
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Percentage　of　infants　who 　identified
correctly 　in　four　parts　of 　face．
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に 示 され る 。 年齢群 を 2 つ ず つ 組に し た 直接確率法 に

よ る比 率の 差 の 検定に よ る と ， 口 に関 して 15か 月児と19

か 月児に P ＝．06，耳 に 関 し て 15 か 月児 と19か 月児 に P

＝．01， 目に 関 して 19か 月児 と22か 月児で P ＝．OO1 の 有

意差が あ っ た 。15 か 月児 と22か 月児 で は，鼻を除く 3 部

位に 関 し て す べ て 有意な差 が あ っ た （P ＜．OO1）。FIG ．2

は ， 4部位 の うち正 し く同定 で きた数を示 した。15か月

児で は ， その 72．80％ が 0〜1，
22 か 月児 で は そ の 63％が

全部同定で き る が，19か 月児 で は 個人 差 が 大 き い こ と が

示唆され た 。

　以上 の 結果か ら， 各部位とそ の 言語表象 との 同定 は，

鼻 （15か 月 ）， 口 と 耳 （19か 月 ）， 目 （22 か 月 ）の 順で あ

り， 22か 月 に なる とほ ぼ金部出来 る よ うに な る こ とが示

唆 され た 。
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FIG ．3　Percentage 　 of 　infants　 who 　 performed
　　　 correctly 　in　the 　 six 　tasks 　as 　a　function
　　　 of 　 age ．

　各課題に 対する反応と発達的変化　鏡像 に 関す る 5 課

題，及び鼻と そ の 言語表象と の 同定 （Nose − task ） の

計 6 課題の 正 反応率の変化が FIG．3 に示 され る＊。

　Toy 及び W − O に っ い て は， 15か月児 で 80％，他の

2 群で は 100％ 正答で あ っ た の で ，こ れ を除く4 課題 に

っ い て ， 正反応率 の角交換値 （X ’＝SinT／Fうに よ る年齢

（3）× 課題 （4）の 2 要因 （repeated ）の 分散分析を試みた 。

そ の 結果，年齢 （X2〔2）＝28．81　 Pく．001）及 び課題 （X2（3）
＝10．93P く．02）の 主効果 の み が有意 で ， 年齢と課題 と

の 交互 作用 は有意で は な か っ た 。課題 を 2問ず つ 組 み に

した，年齢 （3）× 課題 （2）の 分散分析 の 結果，Nose と

Rouge
，
　 Nose と Name で は，年齢及び ， 課題 の 主効

果が有意 （各 々 Pく．01），Nose と W − S，　 W − S と

Rouge，　 W − S と Name で は， 年齢 の 主効果の み有意

（少 な く と も P＜．05）で あ り， どの 組で も年齢 と課題 の

交互作用 は有意 で は な か っ た。

　ま た ， 全被験児を一群 とみ な し て ， 2 課題ず つ ， 正 反

応 の 人数の 有意変化 の検定 （イ ェ ーツ の 修正 に よ る マ ッ

ク ネ マ
ー

法） を試み た 。 Nose と W − S で，　 Z2（1）＝4．9

（Pく．05）Nose と Rouge，　 Nose と Name で ，　 X2〔1）＝

9．6 （P〈．05） の 有意差があっ た 。 W − S と Rouge
，
　 W

＊　 な お，Rouge に っ い て は，　自発 的 に ，鏡 を見 な が

ら 自分 の 鼻 に 触 れ る と い う反 応 が 出 な く と も，紙 を

渡 さ れ た 時 に，鏡 を 見 な が ら紅 を ぬ ぐ う こ と が 出来

れ ば ， 正 反 応 と み な され た 。 ま た，W − S に つ い て

は こ の 質問 の 際 に の み ， 鏡 の 自己像 ま た は 自分 自身

を指 さす反応 が 正 反 応 とみ な され た
。
な お ，こ の 質

問 に 対 し て 自分 自身 を指 さ し た の は ，
22か 月 児 2 名

の み で あ っ た。
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TABLE 　l　Nu 皿 ber　of 　infants　at 　each 　step 　of

　　　　　 task　performance ．

　　　　　 Tasks　　　　　　　　　　　　Age　group

TABLE 　2　Number 　 of 　infants　 exhibiting 　 each

　　　　　 behavior （lnside　of　parentheses ：

　　　　　Percentage ）

　 　 　 Where・

　 　 　 the　other　 　　 W 』ere ・

step　 Toy　person　 Nose　Self　 Rouge　Name　15M ユ9M 　 22M 　 N

冖
一

一
一
｝

十

一

一
一
｝
［

十

一
一

一

Gう
＋

＋

一
「

十

十

十

十

一

÷

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

ー

ワ】
345

ハ
0

−▲
22

工

3

221231

2

7

2354411Stage

other 　prefiles
一

十

−
T

十

一

十

十

十

十

十

十

［

十

十

十

十

十

十

6
ρ
0

ハ
0

111

29

N

 功助功 恥幻

鏡
を
独
占
す
る

鏡
像
を
相
手
に

見
立
て

て

遊
ぶ

自
分
の

身
体
と
鏡
像
と
の

連
動

性
を
確
か

め

る

目
に
見
え

る

身
体
部
位
と
そ
の

鏡
像
と
を
見
比
べ

る

鏡
の

自
己
像
を
保
母
や
実
験
者

に

指
さ
し

て

示
す

鏡
を
見
な
が
ら

鏡
の

自
己
像
を

人
差
し
指
で

繰
り
返
し

つ

つ

く

鏡
の

裏
を
見
る

司 ・ 1、，1， （，1、 °

、62P，）（621，、

°

，，7ρ・、

H 8
（621、）（、、1、）（121、）（87了、）（，1） °

（、21、）

T。ta！ A
　 　 　 32

皿 120 　　 1　　 8　 　 2　　 1　　 9　 　 2
　 （8．3）（66．7）（16．7）（8．3）　（75）　（16．7）

Note ：CGrrect　performance 　is　ind圭cated 　by十 ．

　　　（十 ）indicates　that 　the 　infa皿t　also 　points
　　　 at　his　mirror 　irnage　in　Name −task．

一S と Name で は ，　 X2（
・ ）
＝3．2 （P ＜．10＞ の 有意差が示

唆された 。 また ， Tc・y 及び W − O と Nose，　 Name と

Rouge の 間 に は有意な変化 は な か っ た 。以上 の 結果 よ

り，Toy，　 W − O ，　 N　 ose → W − S→Reuge ，　 Narne の 順

に 正反応 され る こ とが示唆され た 。

　次 に 以 上 の 6課題 が発達 尺度と し て妥当 か を， ガ ッ ト

v ン の 尺度分析法に よ り分析した （TABLE1 ）。再現性係

数 （rep ．） は，0．97で 尺度可能性 は十分高い 。

　TABLE 　1 の 各 step は ，鏡像 の 課題 に の み 注 目す る と，

大 き くは次の 3 段階に 区分 され る 。

　第 玉段階 （step 　2，3）；Toy 及び W − 0 に の み通過す

る段階、

　ee　［段階 （step4 ，5）；W − S に 自己 の 鏡像 を指 さす

こ とが爵来 る段階 。

　第皿段階 （step 　6）；Na 皿 e 及 び Rouge に通過す る 段

階。

　鏡像が 実物 の 映しで あ る こ と の 理解が ， 自分 よ り他人

の 方が 早い とい うこ の 結果は ， Wall。 n （ヱ949）の 仮説 を

明瞭 に 実証 した も の で あ る。年齢別 で は， 15か 月 児 の

45．4％が 第 H段階 22か 月児の 72，7％が第頂段階に属 し

19か 月児 は 過渡的段階で あ る こ とが示 さ れ た 。 な お ，

Rouge に対 し て第 H段階 の 15 か 月児 4 名，19か 月児 1

名で は ， 「お顔何か つ い て い ない ？」 の 促 し に ， 鏡 の 自

己 像 を指 さ し ， 「お顔 をきれい に して 。」 に対 して 鏡をふ

くとい う行動が観察 され た。

　鏡 の 前で の 行動観察 による 分析　鏡像の 課題 に よ る 3

1　× 　皿　　 ＊＊　　 ＊　　 ＊ 　　料 　　＊＊　　＊＊　　 ＊

I　 x 　皿　　 ＊＊　　 ＊＊　　 ＊＊　　 ＊　　　＊　　 ＊＊

直接確率 ＊…P〈．05 ＊＊…P〈．OO1

つ の 段階別 に 自然状況 で 出現 し た 各行動 の 人数を示 し た

の が TABLE 　2 で あ る 。 第 1， 第 1段階で は ， ほ ぼ 同 じ

よ うな行動を示 し，鏡像を実在視す る が故 の 行動 （A ・

B
，
Boulanger − Balleyguier　1957）と 自己 の 鏡像 と 自

分 の 身体 を視覚（D）や，或 い は，視覚一
運 動感覚（E ）を

用 い て 探索す る 行動 が 顕著で あ っ た 。第 皿段階で は，こ

れ らの 行動は 減少 し，同 じ指さ しで も，B の 対象 （鏡）

を注意深 く観察す る た め の ， 対象触知的指さ し （Werner

＆ Kaplan　1963）に か わ っ て ， 対人関係 の 中で 出現す る

表示 的指 さ し （C ）が出現した 。 ま た ， 第匯段階に の み 出

現した見立て 遊び（E＞，は 実験者が積木 を被験者 に手渡

し，鏡の 被験児像を指 さ しつ つ ， 「こ っ ちの ○○ちゃ ん に

もあ げて 。」 と教示 し た際に ， 面 白がっ て 鏡 の 自己像 に

渡す まね をす る とい っ た象徴的な行為 を示す。こ れ に 対

して 第 且段階 （15か 月 児 2 名）に観察され た の は，鏡像

に積木を差し出 し，積木で鏡面 を打 っ た後，怒 り出 して

鏡に そ っ ぽを向 くとい う行動で あ っ た 。第田段階で は，

自己 の 鏡像は 自分の 映り姿で あ る と理解 した 上 で，二 次

的 に相手 に 見立 て る とい
っ た遊びが出来る の に対 して ，

第 H段階 で は ，鏡像 を非実在 の もの と は みな し て い ない

こ とは 明瞭 で ある 。G）は，上 野 （1973） で は 18か 月頃特

に頻繁に 起 こ る と され て お り，本実験 で もこ の 行動 を示

した 10名中 8 名 は 19か 月児 で あ っ た 。

考 察

鏡 の 自己 認知 が出来 る た め に は，（1）第三 者の 視座 に 身
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を置き，自分 の 見え姿を想像す る こ と，  そ の 姿が鏡の

中で は なく， 第三者か ら， 自分 の 身体 の あ る地点 に見 え

る表象 で あ る こ と，の 2 点 の把握 が必 要で あ る 。 し か し ，

（1）の 想像は一
人 で は 出来な い 。Gallup （1977）が ， 隔離飼

育した チ ン パ ン ジー
は 自巴認知が出来ない こ とを実証 し

た よ うに，他 の 同類 との 間 で 見 た り見 られ る 経験を前提

と し ， さらに ， そ の 同類 として経験す る もの 達が ， 自分

と同 じ姿を持つ こ とが 必要 で ある 。 っ ま り， 自己 に まな

ざ し をむ け る 他者 の 視点か ら自己 をま な ざ し，ま な ざし

を交換す る こ と に お い て ，自己 と他者と を同等 な同類 と

し て認 め る こ と，及 び ， 他者 の視点 で 見える の が ， 他 の

同類を見る 時 に 見 え る の と同 じ 姿で あ る と 認 め ， 入 の 身

体を持 つ こ とに お い て ， 自己 と他者 と の 同等な 同類と し

て 認 め る こ とが必要 で あ る 。 す なわ ち ， 他者と同類で あ

！ ， 互 い の 立場 が 交換可能な 〈他者の 1 人 と し て の 自己〉

が形成され ね ば な らな い 。し か し，自己 とい う もの の 中

に は，自分 の 身体に根 ざし，具体的揚面 で 現 わ れて くる

く他な らぬ 自己〉 とい う， も う 1 つ の 側面 が 備 わ っ て い

る 。こ の 〈他 な らぬ 自己〉 の 倶頓1は，〈他者の 一人 と し

て の 自己〉 と は異な り， 他者 とは 絶対に交換で き ない 。

こ の 2 つ の 側面 の 成 立 の 基 盤 は 異 な っ て い る 。

　Piaget（1954）に よれば， 生後 8 か 月頃 に 始 まる感覚運

動的知能 の 第 4段階で は，対象 の 永続性が獲得 され 始 め

る 。対象が 自分の 行為の 文脈か ら切 り離され，自分 の 身

体 に とっ て 外在性を帯び て くる に つ れ て，自分 の 身体は，

対象 との 関係 に おい て，〈他な らぬ 自己〉 と し て 把握 さ

れ る と考 え られ る。

　本実験 の 被験児 は ， 少な くとも， 自分 の 名前が 〈他な

らぬ 自已 〉 に 呼び か けられた もの と して 応答 し ， こ れ に

加 えて 第 且段階 で は ， W −S に 自己 の 鏡像を指 さす こ と

が で き，自己 の 鏡像が ， 他入 か ら見 られた 自己 の 姿 で あ

る こ とが理解され始 め て い る。すなわ ち，〈他な らぬ 自己〉

に 加 え て ， 〈他者の一人 と し て の 自己〉の 側面 が獲得 され

始めて い る こ と が鏡状況 に現 わ れ て くる段階 で ある 。

しか し鏡像か ら自分 の 存在感 を十分引き離し，単に映 り

姿 に過ぎな い と い う理解に ま で は達 し て い ない 。こ の 理

解に達す る た め に は ， 上述の   の 自分 の 姿 を表象 と して

把 え る こ とが 必要 で ある。〈他者 の
一

人 と し て の 自己〉 は，

他者 と の 交換可能 で あ る が故 に ，そ の 限 りで く他な らぬ

自己 〉 と矛盾す る。こ の 二 側面が同
一

で あり， 矛盾 しな

い た め に は ， 自己 と他者と を，具体的揚面 を離れ た象徴

体系 の 中に位置づ け，意味 の 上 で の み 交換 し，他者 の 立

場 に 身 を置 くこ とが把握され ね ぼ な らな い 。要す る に，

具体的場面 に 根 ざし た 〈他な らぬ 自己〉と，意味空間の

上 で の く他者 の
一

人 と して の 自己 〉 とが，十 分 に 次元 を

異 に しな ければ な らない
。

　自己 の 鏡像の 実在視が続 い て い る 第 H段階 で は ， ＜他 な

ら ぬ 自己 〉 の 中に，〈他者の 1 入 と して の 自己 〉が，ま だ

十分に 次元 を異に せ ぬ ま ま に 侵入 し て い る と考 え られ る 。

そ れ故，自分 の 身体に根 ざし た 〈他 な らぬ 自己〉 の あ り

か が ， 他人か ら見 た姿で あ る鏡豫の 方に拡大 して しま い ，

自己 の あ りか が 揺 らい で し ま う の で あ る。第 H段階 の

Rouge に 対す る 反応 と して ， 鏡像の 紅 を指 さ し，鏡 をふ

くとい う行為 は上 の 仮説 を明瞭 に示すもの と して 解釈 で

きよ う。ま た，鏡 の 独占は，鏡豫 に も く他 な らね 自己〉

の あ りか を感 じ て い る ため 飽人 に は 侵され た くない 領域

と して 保持 し よ うとす る試 み で あ る と考え られ る 。

　第 阻段階で は ， 自己 の 二 側面 が十 分 に次元 を異に し て

くる ために ， 鏡 の 自己像は ， 見え姿と し て は 自分で あ る

が ， 自分 そ の もの で は ない と理解され 自己 の あ りか が揺

らぐこ とは な くな る 。 鏡 の 前 に立 つ 自分 は，自分 の 姿 を

鏡 の 中に 見出す とい う限 りで ， 他者 の 1入 で あ り，鏡の

中 の 自分 の 姿 も他者と同 じ姿を して い る と い う限 りで，

他者の 1人 で あ る。し か し，自分 は，意味 の 上 に お い て

の み ， こ うした他者 の 1 人 で あ り，実際 の 自分 は鏡の 前

に 立つ 自分そ の もの に他な らな い と理 解 され る 。 従 っ て

第皿段階で は，自己 の 鏡像 を実在の もの で は な く， 映 り

姿と理解した上 で 二 次的 に相手に見立 て る とい っ た象徴

的行為が出現す る と考え られ る 。
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